
『
は
に
ふ
の
物
語
』
に
つ
い
て

伊
　
藤
　
千
　
世

　
応
永
年
間
頃
か
ら
明
応
⊥
ハ
年
（
一
四
九
七
）
年
頃
ま
で
に
成
立

し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
は
に
ふ
の
物
語
』
は
、
大
納
言
の
姫
君
と

南
朝
方
貴
族
（
近
衛
殿
）
の
若
君
と
の
恋
愛
及
び
若
君
の
出
家
遁

世
を
描
い
た
物
語
で
あ
り
、
構
想
上
は
『
ふ
せ
や
物
語
』
・
『
転
寝

草
紙
』
・
『
秋
の
夜
の
長
物
語
』
や
如
無
僧
都
説
話
と
の
類
似
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
作
品
は
、
右
の
三
物
語
と
異
な

り
、
艶
書
を
多
く
交
わ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
艶
書
小
説
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
文
に
は
九
十
首
に
及
ぶ
引

歌
が
注
記
さ
れ
て
い
て
、
注
目
に
値
す
る
。

　
さ
て
、
『
は
に
ふ
の
物
語
』
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
松
本
隆
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
に
よ
っ
て
、
『
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
』
に
分
類

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
基
に
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
は
に
ふ
の
物
語
別
名
大
納
言
物
語

　
一
刈
谷
図
書
館
蔵
・
明
応
6
年
奥
書
本
の
転
写
本
　
大
一
冊

　
　
《
室
町
時
代
物
語
大
成
十
・
未
刊
中
世
小
説
三
》

　
　
尊
経
閣
文
庫
蔵
・
同
右
奥
書
本
の
延
宝
7
年
写
本
　
特
大
一

　
　
冊
〈
未
刊
中
世
小
説
解
題
〉

　
二
国
立
国
会
図
書
館
蔵
・
「
叢
書
料
本
」
第
二
八
所
収
写
本

　
　
（
内
題
「
大
納
言
物
語
」
）
半
一
冊

　
　
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
・
写
本
（
内
題
「
大
納
言
物
語
」
）

　
　
大
一
冊
の
内
（
「
天
稚
彦
物
語
」
と
合
）
〈
中
世
文
学
二
〉

　
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
・
文
化
1
0
年
写
本
（
内
題
「
大
納
言
物
語
」
）

　
　
半
一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

こ
の
う
ち
、
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
書
陵
部
本
は
葦
舎
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

人
写
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
「
研
究
紀
要
人
文
科
学
2
」
で
は
阿
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波
国
文
庫
蔵
本
『
大
納
言
物
語
』
の
影
写
本
を
翻
刻
し
て
お
り
、

高
橋
貞
一
氏
に
よ
る
と
こ
の
影
写
本
は
、
江
戸
中
期
以
前
の
写
と

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
第
二
系
統
本
は
、
丁
度
、
第
一
系
統
本
の

文
（
懸
想
人
達
と
姫
君
の
十
二
回
の
往
来
、
石
山
寺
参
詣
後
の
姫

君
と
若
君
の
二
回
の
往
来
、
侍
従
が
若
君
に
寄
越
し
た
文
）
の
み

を
、
引
歌
の
解
説
と
と
も
に
、
抜
粋
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
『
は
に
ふ
の
物
語
』
の
引
歌
に
つ
い
て
検
討
し
、

そ
の
結
果
が
ど
の
よ
う
な
問
題
提
起
に
つ
な
が
る
か
、
述
べ
て
み

た
い
。
そ
こ
で
、
第
一
系
統
本
の
本
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
刈

谷
図
書
館
蔵
本
（
以
下
刈
谷
本
と
す
る
）
を
底
本
と
す
る
『
室
町

　
　
　
　
　
　
ぺ
ら
り

時
代
物
語
大
成
十
』
の
所
収
本
に
よ
る
。
（
以
下
引
用
本
文
の
頁

数
は
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
本
の
頁
数
で
あ
る
。
）
ま
た
、
尊

　
　
　
　
　
へ
　
　

経
閣
文
庫
蔵
本
（
以
下
尊
経
閣
本
と
す
る
）
で
、
こ
れ
を
補
う
こ

と
に
す
る
。
第
二
系
統
本
の
本
文
を
引
用
す
る
お
り
に
は
、
国
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

国
会
図
書
館
蔵
本
『
大
納
言
物
語
』
（
以
下
国
会
本
と
す
る
）
を

用
い
る
こ
と
に
す
る
。

二

　
ま
ず
、
『
は
に
ふ
の
物
語
』
の
刈
谷
本
と
尊
経
閣
本
と
の
関
係

に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。

　
刈
谷
本
は
、
本
文
四
十
一
丁
で
、
本
文
に
次
い
で
、

　
　
明
応
⊥
ハ
年
丁
巳
卯
月
十
八
日
写
之

と
あ
り
、
つ
づ
い
て
、

　
　
右
は
に
ふ
物
語
一
巻
原
本
四
十
一
葉
相
伝
云
後
土
御
門
院
勾

　
　
当
内
侍
書
也
昧
鯨
隣
賠
昧
ア
リ
悉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
原
愛
秋
所
蔵

と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
尊
経
閣
本
は
、
本
文
四
十
一
丁
で
、
本

文
に
次
い
で
、

　
　
明
応
六
年
ロ
卯
月
十
八
日
　
写
之

と
あ
り
、
左
下
隅
に
、

　
　
ハ
ニ
フ
ノ
モ
ノ
カ
タ
リ

と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
四
十
一
丁
裏
に
、
冒
頭
六
行
ほ
ど
の

臨
模
を
貼
付
て
あ
る
。
こ
の
臨
模
は
、
本
文
の
冒
頭
と
、
漢
字
・

仮
名
・
行
づ
め
を
含
め
て
同
一
で
あ
る
た
め
、
右
筆
が
、
テ
キ
ス

ト
を
全
体
的
に
丁
寧
に
記
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、

次
の
丁
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
こ

　
　
右
丹
生
物
語
一
巻
出
於
尾
州
愛
智
郡
伝
称
土
御
門
院
内
侍
之

　
　
所
筆
也
難
未
詳
之
紙
墨
之
旧
非
旦
夕
所
可
能
擬
　
是
故
命
侍

　
　
史
遂
以
謄
録
焉
且
墓
揚
巻
端
数
行
而
粘
之
後
以
備
他
日
之
観

　
　
閲
云

　
　
　
延
宝
己
未
二
月
下
旬

と
あ
り
、
「
国
義
之
章
・
敬
義
堂
印
」
の
印
記
よ
り
、
松
雲
公
前

田
綱
紀
の
奥
書
と
知
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
尊
経
閣
本
の
土
御
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門
院
勾
当
内
侍
は
、
時
代
か
ら
見
て
も
、
後
土
御
門
院
勾
当
内
侍

で
あ
っ
た
四
辻
春
子
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
南
家
高
倉
家
の
出
で
、

四
辻
季
保
の
養
女
と
な
っ
た
春
子
は
、
生
年
が
未
詳
で
あ
る
け
れ

ど
も
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
年
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
文
明
期

の
宮
中
歌
合
に
出
席
し
、
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
も
入
集
し
て
い
る
。

　
故
に
、
刈
谷
本
の
原
本
が
四
十
一
丁
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
尊
経

閣
本
が
四
十
一
丁
で
あ
り
か
つ
松
雲
公
が
右
筆
に
忠
実
に
写
さ
せ

た
と
い
う
点
か
ら
、
両
本
は
非
常
に
近
い
存
在
の
本
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
た
だ
し
、
本
文
の
、

　
　
か
ね
て
は
、
さ
様
事
あ
ら
は
、
そ
れ
を
た
よ
り
に
、
あ
ま
出

　
　
家
に
も
な
ら
ん
と
こ
そ
、
思
ひ
つ
る
に
、
い
ま
は
、
ひ
き
か

　
　
へ
て
、
ひ
と
た
ひ
、
う
つ
・
の
お
も
か
け
を
、
見
る
こ
と
も

　
　
や
と
、
い
き
て
か
ひ
な
き
、
い
の
ち
も
身
も
、
い
ま
さ
ら
を

し
く
、

〔
て
と
、
の
給
ひ
て
、
し
の
ひ
か
ね
た
る
御
袖
の
け

　
　
し
き
、
見
ま
ひ
ら
せ
て
、
い
か
・
せ
ん
と
そ
、
思
ひ
〕
あ
は

　
　
れ
け
る
〔
五
八
五
～
五
八
六
頁
〕

と
い
う
個
所
で
、
刈
谷
本
は
、
傍
線
部
の
文
章
（
尊
経
閣
本
で
示

す
と
二
十
七
丁
表
の
五
行
目
の
十
六
字
目
か
ら
六
行
目
の
二
十
字

目
ま
で
の
文
章
）
が
、
二
十
⊥
ハ
丁
表
の
終
わ
り
か
ら
裏
に
続
く
と

き
脱
落
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
刈
谷
本
で
は
、
姫
君
の
石
山
寺
参
詣
の
道
行
の
場
面
で

本
文
に
、

　
　
－
関
の
い
は
か
と
、
ふ
み
な
ら
し
、
2
か
け
み
ゆ
る
清
水
に
、

　
　
心
を
す
ま
さ
せ
給
ひ
て
〔
五
七
二
頁
〕

と
あ
り
、
傍
線
部
の
ー
の
付
近
に
、

　
　
あ
ふ
さ
か
や
、
せ
き
の
い
は
か
と
、
ふ
み
な
ら
し
、
み
ね
た

　
　
ち
い
つ
る
、
き
り
は
ら
の
こ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
、
『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
三
秋
一
六
九
番
歌
の
藤
原
高
遠
の
歌
が
、

傍
線
部
2
の
付
近
に
は
、

　
　
あ
ふ
さ
か
の
、
せ
き
の
し
み
つ
に
、
か
け
見
え
て
、
い
ま
や

　
　
ひ
く
ら
ん
、
も
ち
つ
き
の
こ
ま

と
、
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
一
七
〇
番
歌
の
紀
貫
之
の
歌
が
注
記
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
尊
経
閣
本
で
は
、
も
と
も
と
刈
谷
本
の
よ

う
に
注
記
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
引
歌
が
、

　
　
あ
ふ
さ
か
や
せ
の
い
わ
か
と
ふ
み
な
ら
し
い
ま
や
ひ
く
ら
ん

　
　
も
ち
つ
き
の
こ
ま

と
、
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
二
首
の
歌
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
歌
に
注

記
さ
れ
、
引
歌
の
合
計
数
に
お
い
て
刈
谷
本
よ
り
一
首
少
な
い
。

こ
の
本
文
・
引
歌
の
相
違
は
、
両
本
と
も
不
注
意
に
よ
る
写
し
落

し
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
尊
経
閣
本
は
刈
谷
本
を
書
写
し
た
も
の
で
は

な
く
、
用
語
の
相
違
は
多
少
あ
る
も
の
の
、
両
本
は
祖
本
（
後
土

御
門
院
勾
当
内
侍
筆
本
）
が
同
じ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
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し
て
、
こ
の
祖
本
は
、
前
田
綱
紀
や
吉
原
愛
秋
な
る
人
物
が
閲
覧

し
た
頃
ま
で
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
。

三

　
さ
て
、
市
古
貞
次
氏
は
、
『
は
に
ふ
の
物
語
』
の
本
文
の
引
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
注
記
に
つ
い
て
、
『
未
刊
中
世
小
説
三
』
の
解
説
で
、

　
　
ま
た
手
紙
の
文
中
の
引
歌
を
上
部
に
註
記
し
て
あ
る
が
、
こ

　
　
れ
ら
は
恐
ら
く
書
写
者
の
手
に
成
る
と
い
ふ
よ
り
は
原
作
に

　
　
存
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
彼
此

　
　
あ
は
せ
て
和
歌
の
知
識
を
与
へ
、
書
翰
の
文
例
を
示
す
と
い

　
　
ふ
、
啓
蒙
性
を
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
引
歌
の
注
記
に
つ
い
て
は
、

い
さ
さ
か
疑
問
を
感
じ
る
点
が
あ
る
の
で
、
検
討
し
て
み
た
い
。

　
は
じ
め
に
、
本
文
に
注
記
さ
れ
た
引
歌
の
出
典
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
〔
1
0
）

市
古
貞
次
氏
が
同
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
少
し
考
え

て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
第
三
番
目
の
四
月
の
初
旬
頃
、
懸
想
人
が
姫
君
に
寄
越

し
た
艶
書
に
は
、

　
　
う
は
の
そ
ら
に
あ
こ
か
れ
候
ぬ
る
は
、
た
れ
を
た
れ
と
か
白

　
　
雲
の
、
〔
五
六
四
頁
〕

と
あ
り
、
そ
の
上
の
付
近
に
注
記
さ
れ
た
『
千
載
和
歌
集
』
巻
第

十
一
恋
歌
一
の
六
四
七
番
歌
の
、

　
　
一
め
見
し
、
人
は
た
れ
と
も
、
し
ら
く
も
の
、
う
は
の
そ
ら

　
　
な
る
、
こ
ひ
も
す
る
か
な

を
、
藤
原
実
定
の
歌
と
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
『
新
日
本
古
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
学
大
系
千
載
和
歌
集
』
に
よ
れ
ば
、
藤
原
実
能
で
あ
る
。

　
次
に
、
石
山
寺
参
詣
後
初
の
若
君
の
艶
書
に
対
す
る
姫
君
の
返

書
に
は
、

　
　
い
は
し
ろ
の
ま
つ
と
、
こ
と
よ
せ
候
て
も
、
な
ほ
む
す
ほ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ソ

　
　
れ
候
ぬ
る
心
の
中
、
お
し
・
め
た
る
事
に
て
候
へ
は
、
〔
五

　
　
九
五
頁
〕

と
あ
り
、
そ
の
上
の
付
近
に
注
記
さ
れ
た
、

　
　
お
も
へ
と
も
、
え
そ
い
は
し
ろ
の
、
む
す
ひ
ま
つ
、
む
す
ほ
・

　
　
れ
た
る
、
わ
か
こ
・
う
か
な

の
歌
の
出
典
を
、
上
句
の
相
似
か
ら
、

　
　
『
新
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
十
二
恋
歌
二

　
　
　
　
題
し
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祖
月
法
師

　
　
思
へ
ど
も
え
ぞ
い
は
し
ろ
の
結
松
う
ち
と
け
ぬ
べ
き
心
な
ら

　
　
ね
ば
（
一
〇
三
九
）

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
下
句
は

　
　
『
金
葉
和
歌
集
』
二
度
本
巻
第
七
恋
部
上

　
　
　
　
題
不
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
顕
国
朝
臣

　
　
か
く
と
だ
に
ま
だ
い
は
し
ろ
の
む
す
び
松
む
す
ぼ
ほ
れ
た
る
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わ
が
こ
こ
ろ
か
な
（
三
七
八
）

に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
こ
の
歌
は
『
金
葉
和
歌
集
』
の

三
奏
本
（
三
九
六
番
歌
）
の
方
で
は
、
「
初
恋
の
こ
こ
ろ
を
」
と

い
う
詞
書
が
あ
る
。
姫
君
に
と
っ
て
、
若
君
は
初
恋
の
人
で
あ
る

の
で
、
そ
の
点
か
ら
も
イ
メ
ー
ジ
が
あ
う
。

　
ま
た
、
本
文
に
注
記
さ
れ
て
い
る
引
歌
の
、

　
　
あ
ふ
さ
か
の
、
せ
き
を
は
鳥
の
、
ね
に
こ
え
て
、
あ
さ
露
わ

　
　
く
る
、
あ
は
つ
の
・
は
ら

は
、
『
新
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
九
霧
旅
歌

　
　
　
　
中
園
入
道
前
太
政
大
臣
家
に
て
、
朝
旅
行
と
い
ふ
こ
と

　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頓
阿
法
師

　
　
相
坂
の
鳥
の
音
遠
く
成
り
に
け
り
朝
露
わ
く
る
粟
津
の
の
原

　
　
（
七
七
七
）

と
、　

　
『
続
現
葉
和
歌
集
』
巻
第
七
鵜
旅
歌

　
　
　
　
題
し
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
寛
法
師

　
　
あ
ふ
さ
か
の
関
を
ば
と
り
の
ね
に
こ
え
て
く
る
る
や
ど
と
ふ

　
　
を
の
の
し
の
は
ら
（
五
五
⊥
ハ
）

と
の
、
二
首
の
下
句
と
上
句
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
た
よ
う
な
歌
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
注
記
さ
れ
て
い
る
個
所
の
本
文
が
、

　
　
夜
も
あ
け
す
き
け
れ
は
、
あ
さ
露
わ
く
る
、
あ
は
つ
野
の
、

　
　
あ
は
れ
は
か
な
き
、
身
の
ゆ
く
へ
か
な
と
、
〔
五
七
二
頁
～

　
　
五
七
三
頁
〕

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
古
貞
次
氏
が
指
摘
さ
れ
た
と
お

り
『
新
拾
遺
和
歌
集
』
の
頓
阿
の
歌
が
、
引
歌
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
歌
は
、
頓
阿
の
歌
集
『
草
庵
和
歌
集
』
の
一
二
六

七
番
に
も
入
集
し
て
お
り
、
歌
の
本
文
は
『
新
拾
遺
和
歌
集
』
に

同
じ
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
文
に
、

　
　
さ
れ
は
、
・
い
に
ご
・
ろ
ゆ
る
す
な
、
と
い
ふ
歌
を
、
あ
る
説

　
　
経
者
の
お
ほ
せ
候
し
を
、
い
ま
さ
ら
、
お
も
ひ
し
ら
れ
に
け

　
　
り
〔
五
八
三
頁
〕

と
あ
り
、
傍
線
部
付
近
に
注
記
さ
れ
て
い
る

　
　
・
い
こ
そ
、
こ
・
う
ま
よ
は
す
、
こ
・
う
な
れ
、
こ
・
う
に
心
、

　
　
こ
・
ろ
ゆ
る
す
な

の
歌
は
、
『
は
に
ふ
の
物
語
』
よ
り
時
代
は
下
る
も
の
の
、
『
百
物

ハ
ロ
シ

語
』
巻
之
上
の
「
九
　
楽
天
が
三
儀
の
事
」
に
、

　
　
九
　
あ
る
人
白
楽
天
の
三
儀
と
て
語
り
し
ハ

　
　
　
一
日
計
在
二
鶏
鳴
一
　
鶏
鳴
不
レ
起
日
課
空

　
　
　
一
月
計
在
二
朔
日
一
　
朔
日
不
レ
立
一
月
空

　
　
　
一
年
計
在
二
陽
春
一
　
陽
春
不
レ
耕
秋
実
空

　
　
と
い
へ
る
語
、
ま
こ
と
に
た
．
・
人
ハ
心
に
油
断
お
こ
る
に
よ

　
　
り
、
よ
う
つ
に
く
ゆ
る
こ
と
も
わ
ざ
ハ
ひ
も
お
こ
る
と
か
や
。

　
　
古
き
寄
に
、
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こ
・
ろ
こ
そ
こ
・
う
ま
よ
ハ
す
こ
・
う
な
れ

　
　
　
　
　
、
七
に
こ
・
ろ
こ
・
ろ
ゆ
る
す
な

と
い
っ
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
故
に
お
そ
ら
く
、
当
時
の
人
々

に
と
っ
て
は
親
し
み
深
い
歌
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四

　
で
は
、
こ
の
よ
う
に
注
記
さ
れ
て
い
る
引
歌
は
、
本
文
と
適
合

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
考
察
し
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
第
四
番
目
の
「
う
は
の
そ
ら
な
る
、
風
の
た
よ
り
に
」

と
文
を
寄
越
し
た
懸
想
人
と
姫
君
の
往
来
（
A
が
懸
想
人
の
文
・

B
が
姫
君
の
文
）
は
、

　
　
A
さ
も
こ
そ
は
、
う
つ
・
に
、
つ
ら
き
御
事
な
り
と
も
、
わ

　
　
　
ひ
つ
・
さ
ら
く
め
も
あ
は
ぬ
、
ね
や
の
い
た
ま
を
、
も

　
　
　
る
月
を
、
な
か
め
あ
か
し
候
て
も
、
く
も
ら
は
く
も
れ
と

　
　
　
の
み
、
か
こ
つ
は
か
り
に
て
こ
そ
候
へ

　
　
さ
て
も
、
此
玉
つ
さ
の
、
も
し
の
返
事

　
　
B
お
も
ひ
ね
な
ら
ぬ
、
た
ま
く
ら
な
れ
は
、
何
か
は
、
ゆ
め

　
　
　
に
も
あ
ふ
と
は
、
御
ら
ん
し
候
へ
き
、
こ
ひ
し
き
人
の
恋

　
　
　
し
き
も
、
た
・
な
ほ
さ
り
の
、
御
心
つ
く
し
に
や
と
、
お

　
　
　
ほ
え
て
こ
そ
候
へ
　
〔
五
⊥
ハ
五
頁
〕

と
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
の
上
に
は
、

①
ゆ
め
に
た
に
、
あ
ふ
と
は
見
え
よ
、

　
　
に
つ
ら
き
、
心
也
と
も

②
な
か
む
れ
は
、
こ
ひ
し
き
ひ
と
の
、

　
　
は
く
も
れ
、
秋
の
よ
の
つ
き

③
こ
ひ
す
て
ふ
、
も
し
の
せ
き
も
り
、

　
　
き
つ
ら
む
、
心
つ
く
し
に

と
、
引
歌
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
も
こ
そ
は
、
う
つ
・

こ
ひ
し
き
に
、
く
も
ら

い
く
た
ひ
か
、
わ
れ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
引
歌
③
が
、
注
記
さ
れ
て

い
る
理
由
が
理
解
し
に
く
い
。
な
ぜ
な
ら
、
姫
君
が
結
婚
を
拒
否

す
る
た
め
に
歌
の
出
典
を
解
き
明
か
し
て
い
く
場
面
で
あ
る
の

に
、
姫
君
の
文
の
個
所
に
は
、
こ
の
歌
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
贈
り
主
の
文
の
個
所
に
は
、
こ
れ
に
該
当
す
る
言
葉
が

見
当
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
個
所
を
、
国
会
本
『
大

納
言
物
語
』
で
照
ら
し
あ
わ
せ
て
み
る
と
（
A
が
懸
想
人
の
文
・

B
が
姫
君
の
文
）
、

　
A
さ
も
こ
そ
は
う
つ
・
に
つ
ら
き
御
こ
と
な
り
と
も
わ
ひ
つ
・

　
　
も
さ
ら
に
め
も
あ
は
れ
ね
や
の
い
た
ま
を
も
る
月
を
な
か
め

　
　
あ
か
し
て
も
く
も
ら
は
く
も
れ
と
か
こ
つ
は
か
り
に
て
こ
そ

　
　
候
へ
　
　
　
、

　
　
　
な
か
む
れ
は
恋
し
き
人
の
こ
ひ
し
き
に
く
も
ら
は
く
も
れ

　
　
　
秋
の
夜
の
月

さ
て
も
こ
の
玉
つ
さ
の
も
し
の
せ
き
も
り
は
か
り
を
心
あ
る
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さ
ま
な
る
御
返
事
を
待
み
ま
い
ら
せ
た
く
候
へ

　
　
　
恋
す
て
ふ
も
し
の
関
も
り
い
く
た
ひ
か
わ
か
か
き
つ
ら
む

　
　
　
心
つ
く
し
に

　
　
　
　
か
へ
し

　
B
お
も
ひ
ね
な
ら
ぬ
手
枕
な
に
か
は
夢
に
も
あ
ふ
と
も
御
覧
し

　
　
候
へ
き
こ
ひ
し
き
人
の
恋
し
き
も
た
・
な
を
さ
り
の
御
こ
・

　
　
う
つ
く
し
に
や
と
お
ほ
え
て
候

と
あ
り
、
傍
線
部
か
ら
、
こ
の
歌
が
注
記
さ
れ
た
理
由
が
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
も
と
も
と
第
一
系
統
本
に
は
、

「
玉
つ
さ
の
も
し
の
」
か
ら
「
返
事
」
ま
で
の
個
所
に
、
国
会
本

の
よ
う
に
、

　
　
せ
き
も
り
は
か
り
を
心
あ
る
さ
ま
な
る
御
返
事
を
待
み
ま
い

　
　
ら
せ
た
く
候
へ

と
い
っ
た
類
の
文
章
が
あ
っ
た
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
第
一
系
統
本
の
刈
谷
本
・
尊
経
閣
本
の
両
本
と
も
こ
の
部
分

が
脱
落
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
本
の
祖
本
に
お
い
て
も
、
こ
の

脱
落
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
故
に
、
こ
の
祖
本
『
は
に
ふ
の

物
語
』
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
本
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
第
十
番
目
の
「
山
し
た
庵
の
、
い
や
し
き
す
み
か
よ

り
」
と
文
を
寄
越
し
た
懸
想
人
と
姫
君
の
往
来
（
A
が
懸
想
人
の

文
・
B
が
姫
君
の
文
）
は
、

　
A
と
つ
な
の
は
し
に
、
お
も
ひ
わ
た
り
候
へ
は
、
1
あ
ふ
と
見

　
　
あ
た
な
る
御
心
の
、
す
ゑ
な
れ
は
、
た
の
み
か
た
く

　
　
り
せ
め
く
る
、
恋
の
御
心
の
を
り
に
て
や

　
　
　
い
か
に
身
の
、
、
つ
さ
か
の
神
を
、
ち
か
ひ
て
も
、
し
も
と

　
　
　
の
か
す
は
、
あ
ら
し
と
そ
お
も
ふ

　
と
そ
、
あ
そ
は
し
て
あ
り
け
る
〔
五
七
〇
頁
〕

と
あ
り
、
こ
の
上
記
に
、

①
み
ち
の
く
の
、
と
つ
な
の
は
し
に
、
く
る
つ
な
の
、
た
え
す

　
　
も
ひ
と
を
、
恋
ひ
わ
た
る
か
な

　
る
に
、
な
く
さ
む
へ
き
、
ゆ
め
の
う
き
は
し
、
と
た
え
ぬ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
事
に
て
候
へ
は
、
と
こ
中
に
の
み
、
お
き
ゐ
候
て
も
、
2
誰

　
を
か
こ
つ
へ
き
、
こ
と
の
は
も
、
な
く
て
こ
そ
候
へ
、
い
ま

　
は
神
の
あ
は
れ
み
を
た
に
た
の
み
か
た
く
て

　
　
い
ま
は
身
の
、
う
さ
か
の
神
を
、
た
の
み
て
も
、
あ
は
す

　
　
は
い
の
ち
、
霜
と
き
え
な
む

　
と
よ
み
侍
け
る

御
返
事

B
た
え
す
お
も
ひ
わ
た
ら
せ
給
ひ
ぬ
る
、
ゆ
め
の
う
き
は
し
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
枕
よ

②
よ
し
さ
ら
は
、
あ
ふ
と
み
つ
る
に
、
な
く
さ
ま
ん
、
さ
む
る

　
う
つ
・
も
、
ゆ
め
な
ら
ぬ
か
は

③
ま
く
ら
よ
り
、
あ
と
よ
り
こ
ひ
の
、
せ
め
く
れ
は
、
と
こ
中

　
に
こ
そ
、
お
き
ゐ
ら
れ
け
れ

④
こ
ひ
そ
め
し
、
心
を
た
れ
に
、
か
た
ら
ま
し
、
あ
は
ぬ
は
ひ
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と
の
、
う
き
に
な
せ
と
も

⑤
い
か
に
せ
む
、
う
さ
か
の
み
や
に
、
身
は
す
と
も
、
き
み
か

　
　
し
も
と
の
、
か
す
な
ら
ぬ
身
を

の
五
首
の
歌
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
本
文
の
二
重
傍
線

部
よ
り
、

　
　
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
春
歌
上
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
守
覚
法
親
王
、
五
十
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
定
家
朝
臣

　
　
春
の
夜
の
ゆ
め
の
う
き
橋
と
だ
え
し
て
峰
に
わ
か
る
る
横
雲

　
　
の
そ
ら
（
三
八
）

を
、
引
歌
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
こ

に
注
記
さ
れ
て
い
る
引
歌
②
や
、
④
の
歌
は
、
本
文
の
波
線
部
1
・

2
の
言
葉
と
和
歌
の
言
葉
が
似
通
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
ま
ま

引
歌
と
思
い
込
み
記
し
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
個
所
も
、

文
の
贈
り
主
の
歌
の
典
拠
を
姫
君
が
解
き
明
か
し
て
い
く
場
面
で

あ
り
、
姫
君
の
文
に
は
、
歌
を
解
き
明
か
し
て
い
る
言
葉
が
必
要

で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
対
応
す
る
言
葉
が
見
当
ら
な
い
。

か
り
に
こ
の
個
所
に
作
者
が
引
歌
を
盛
り
込
ん
だ
意
識
が
あ
る
な

ら
、
姫
君
は
此
の
文
の
贈
り
主
と
結
婚
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、

物
語
は
そ
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
な
い
。
な
お
、
こ
の
個
所
を
国

会
本
『
大
納
言
物
語
』
で
照
ら
し
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
引
歌
②
は

記
さ
れ
て
い
る
が
、
④
の
歌
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
は
あ
る
が
、
こ
の
引
歌
二
首
と
も
、
や
は
り
疑
が
残
さ
れ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
故
に
、
注
記
さ
れ
た
引
歌
す
べ
て
が
、
本

文
と
適
合
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
ま
で
補
っ
て
み
て
き
た
国
会
本
は
、
本
文
の

字
と
同
じ
大
き
さ
の
字
で
引
歌
が
書
か
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
引

歌
数
に
お
い
て
、
同
場
面
に
お
け
る
第
一
系
統
本
に
注
記
さ
れ
た

引
歌
数
と
異
な
る
。
こ
れ
を
表
に
す
る
と
、

物 侍 物
語
後

従
が

董
印
1

半 若 半

の 君 の

姫 に 姫
君 あ 君
と て と

若 た 懸
君 文 想

の 人

艶 の

書 艶
書

本第
14 2 45 引一

ﾌ系
数統

引国
11 2 32 歌会

（1） （5） 数本

　
　
註
　
（
）
を
つ
け
た
数
は
、
引
歌
を
解
説
す
る
つ
も
り
が
手
紙
文
に
結
び
付

　
　
　
い
て
し
ま
っ
た
二
首
∀
ら
し
い
も
の
や
、
歌
が
二
句
目
及
び
三
句
目
ま

　
　
　
で
で
中
途
し
て
い
る
も
の
も
総
数
に
含
ん
だ
こ
と
を
示
す
。

と
な
る
。
こ
の
相
違
は
、
引
歌
の
加
筆
を
意
味
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
、
『
大
納
言
物
語
』
は
、
単
に
『
は
に
ふ
の
物
語
』

の
往
来
部
分
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
原
本
『
は
に
ふ
の

物
語
』
を
、
考
え
る
上
で
大
切
な
要
素
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
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五

　
次
に
、
先
に
述
べ
た
以
外
に
も
、
引
歌
が
内
在
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
幾
例
か
あ
げ
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
本
文
の
地
の
文
の
、

　
　
ゑ
に
か
け
る
、
楊
貴
妃
の
か
た
ち
は
、
い
み
し
く
、
き
こ
え

　
　
し
と
い
へ
と
も
、
い
と
に
ほ
ひ
を
、
か
き
あ
ら
は
せ
る
こ
と

　
　
な
し

　
　
太
液
の
芙
蓉
も
、
け
に
か
よ
ひ
た
る
か
と
、
あ
や
ま
た
れ
、

　
　
を
み
な
へ
し
の
、
風
に
な
ひ
き
た
る
よ
り
、
な
よ
ひ
、
撫
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　

　
　
の
露
に
ぬ
れ
た
る
よ
り
も
、
猶
ら
う
た
み
、
な
つ
か
し
き
御

　
　
す
か
た
、
花
鳥
の
、
い
う
に
も
ね
に
も
、
よ
そ
ふ
へ
き
か
た
、

　
　
な
し
と
い
へ
は
〔
五
六
一
頁
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

は
、
真
下
美
弥
子
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
『
源
氏
物
語
』
の

　
　
　
へ
ど

桐
壼
の
巻
の
、

　
　
絵
に
描
け
る
楊
貴
妃
の
容
貌
は
、
い
み
じ
き
絵
師
と
い
へ
ど

　
　
も
、
筆
限
り
あ
り
け
れ
ば
、
い
と
に
ほ
ひ
す
く
な
し
。
太
液

　
　
の
芙
蓉
、
未
央
の
柳
も
、
げ
に
、
か
よ
ひ
た
り
し
容
貌
を
、

　
　
唐
め
い
た
る
よ
そ
ひ
は
う
る
は
し
う
こ
そ
あ
り
け
め
、
な
つ

　
　
か
し
う
ら
う
た
げ
な
り
し
を
思
し
出
つ
る
に
、
花
鳥
の
色
に

　
　
も
音
に
も
、
よ
そ
ふ
べ
き
方
ぞ
な
き
。
三
一
一
頁
〕

を
基
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
傍
線
部
に
は
、
周
知

の
よ
う
に
、

　
　
『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
四
夏

　
　
　
　
返
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
雅
正

　
　
は
な
鳥
の
色
を
も
ね
を
も
い
た
づ
ら
に
物
う
か
る
身
は
す
ぐ

　
　
す
の
み
な
り
（
二
一
二
）

が
、
引
歌
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
第
六
番
目
の
往
来
で
、
若
君
が
詠
ん
だ

　
　
よ
そ
に
の
み
、
き
く
の
し
ら
つ
ゆ
、
お
き
も
せ
す
、
ね
も
せ

　
　
て
人
を
、
お
も
ふ
は
か
な
さ
〔
五
六
六
頁
〕

の
歌
は
、

　
　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
一
恋
歌
一

　
　
　
　
題
し
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
性
法
師

　
　
お
と
に
の
み
き
く
の
白
露
よ
る
は
お
き
て
ひ
る
は
思
ひ
に
あ

　
　
へ
ず
け
ぬ
べ
し
（
四
七
〇
）

と
、　

　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
三
恋
歌
三

　
　
　
　
や
よ
ひ
の
つ
い
た
ち
よ
り
し
の
び
に
人
に
も
の
ら
い
ひ

　
　
　
　
て
の
ち
に
、
雨
の
ぞ
ほ
ふ
り
け
る
に
よ
み
て
つ
か
は
し

　
　
　
　
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
在
原
業
平
朝
臣

　
　
お
き
も
せ
ず
ね
も
せ
で
よ
る
を
あ
か
し
て
は
春
の
物
と
て
な

　
　
が
め
く
ら
し
つ
（
六
＝
ハ
。
『
伊
勢
物
語
』
「
第
二
段
　
男
」
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三
）

の
、
二
首
を
合
わ
せ
て
、
若
君
が
詠
ん
だ
歌
に
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
本
文
で
も
、

　
　
此
う
た
の
心
は
、
い
せ
物
語
に
や
侍
る
ら
ん
、
時
は
弥
生
の
、

　
　
つ
い
た
ち
、
雨
そ
ほ
ふ
る
に
や
、
あ
り
け
ん
、
春
の
も
の
と

　
　
て
、
な
か
め
く
ら
し
つ
と
、
い
へ
る
心
を
と
り
、
ま
こ
と
に
、

　
　
ゆ
う
な
る
心
に
て
侍
る
へ
し
〔
五
⊥
ハ
⊥
ハ
頁
〕

と
、
『
伊
勢
物
語
』
を
念
頭
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

て
い
る
の
で
、
こ
の
傍
線
個
所
に
は
、
『
伊
勢
物
語
』
の
歌
が
注

記
さ
れ
て
い
て
も
良
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
い
、
、
つ
れ
も
、

物
語
の
場
面
の
抽
出
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
第
八
番
目
の
懸
想
人
と
姫
君
の
往
来
の
始
ま
り
は
、

　
　
嵯
峨
の
方
よ
り
と
て
、
あ
る
ゆ
ふ
く
れ
に
、
女
郎
花
に
、
つ

　
　
け
た
る
ふ
み
を
、
も
ち
て
、
ま
ゐ
り
侍
り
け
り
、
う
は
書
、

　
　
う
し
ろ
め
た
な
と
・
、
か
・
れ
た
り
〔
五
六
七
頁
～
五
六
八

　
　
頁
〕

と
な
っ
て
お
り
、
傍
線
部
の
言
葉
か
ら
、

　
　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
四
秋
歌
上

　
　
　
　
も
の
へ
ま
か
り
け
る
に
、
人
の
家
に
を
み
な
へ
し
う
ゑ

　
　
　
　
た
り
け
る
を
見
て
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
兼
覧
王

　
　
を
み
な
へ
し
う
し
ろ
め
た
く
も
見
ゆ
る
か
な
あ
れ
た
る
や
ど

　
　
に
ひ
と
り
た
て
れ
ば
（
二
三
七
）

を
、
引
歌
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
右

の
『
古
今
和
歌
集
』
の
歌
と
「
女
郎
花
」
の
語
を
共
有
し
て
並
べ

て
配
列
さ
れ
た

　
　
　
　
寛
平
御
時
、
蔵
人
所
の
を
の
こ
ど
も
さ
が
の
に
花
見
む

　
　
　
　
と
て
ま
か
り
た
り
け
る
時
、
か
へ
る
と
て
み
な
歌
よ
み

　
　
　
　
け
る
つ
い
で
に
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
平
さ
だ
ぶ
ん

　
　
花
に
あ
か
で
な
に
か
へ
る
ら
む
を
み
な
へ
し
お
ほ
か
る
の
べ

　
　
に
ね
な
ま
し
も
の
を
（
二
三
八
）

の
歌
は
、
こ
の
艶
書
に
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、
詞
書
に
「
さ
が

の
」
と
い
う
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
懸
想
人
の
文
に

「
嵯
峨
の
方
よ
り
」
と
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
第
一
系

統
本
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
国
会
本
『
大
納
言
物
語
』

の
こ
の
「
嵯
峨
の
方
よ
り
」
の
文
に
対
す
る
姫
君
の
返
書
に
は
、

懸
想
人
の
上
書
に
対
応
し
て
、

　
　
う
は
か
き
に
あ
な
こ
と
く
し
な
と
有

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
め
　

　
　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
九
雑
体

　
　
　
　
た
い
し
ら
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
正
遍
照

　
　
あ
き
の
・
に
な
ま
め
き
た
て
る
を
み
な
へ
し
あ
な
こ
と
く

　
　
し
は
な
も
ひ
と
・
き
（
一
〇
一
六
）

の
歌
が
、
引
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
国
会

本
が
、
こ
の
一
文
を
独
自
に
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
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ら
れ
な
い
。
も
し
、
独
自
に
付
け
加
え
た
｝
文
で
あ
る
な
ら
、
こ

こ
に
、
先
の
歌
が
解
説
さ
れ
て
い
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
国
会
本
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
た
本
に
、
こ
の
一
文
が
、

引
歌
注
記
も
し
く
は
引
歌
解
説
な
く
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。

　
さ
ら
に
、

　
＊
「
瀬
田
の
唐
橋
、
駒
も
と
・
う
に
と
、
う
ち
す
こ
し
給
ひ
て

　
　
そ
、
（
五
七
三
頁
）
」
ー
ひ
つ
ぎ
も
の
た
え
ず
そ
な
ふ
る
あ

　
　
づ
ま
ち
の
せ
た
の
な
が
は
し
音
も
と
ど
ろ
に
（
『
兼
盛
集
』

　
　
一
〇
五
、
『
万
代
和
歌
集
』
三
八
一
六
や
、
『
風
雅
和
歌
集
』

　
　
二
二
〇
二
で
は
第
一
句
を
「
み
つ
ぎ
も
の
」
と
し
て
入
集
）

　
＊
「
ち
か
の
塩
竈
、
か
ひ
な
く
て
と
、
の
た
ま
ひ
て
、
（
五
八

　
　
二
頁
）
」
1
お
も
ひ
か
ね
こ
こ
ろ
は
そ
ら
に
み
ち
の
く
の
ち

　
　
か
の
し
ほ
が
ま
ち
か
き
か
ひ
な
し
（
『
艶
詞
』
　
一
八
、
『
隆
房

　
　
集
』
二
一
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
　
＝
八
）

　
＊
「
さ
し
も
、
い
う
に
出
し
と
こ
そ
、
思
ひ
つ
る
に
、
我
心
の

　
　
う
ち
の
見
え
け
れ
は
に
や
、
か
や
う
に
侍
従
、
申
ぬ
る
こ
と

　
　
よ
と
、
と
ふ
に
つ
ら
さ
の
、
ま
さ
る
心
ち
し
給
ひ
て
、
た
・

　
　
は
つ
か
し
と
は
か
り
、
お
ほ
し
め
し
け
る
（
五
八
四
頁
）
」

　
　
1
し
の
ぶ
れ
ど
色
に
い
で
に
け
り
わ
が
恋
は
物
や
思
ふ
と

　
　
人
の
と
ふ
ま
で
（
『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
十
一
恋
一
・
六
二

　
　
二
・
平
兼
盛
）

　
＊
「
あ
ま
は
、
ゆ
め
に
も
、
し
り
ま
ゐ
ら
せ
候
は
て
、
た
・
よ

　
　
そ
の
み
と
、
思
ひ
ま
ゐ
ら
せ
け
る
こ
と
よ
、
た
か
ま
の
山
の
、

　
　
雲
の
ま
よ
ひ
の
、
は
か
な
さ
よ
（
五
八
五
頁
）
」
－
よ
そ
に

　
　
の
み
見
て
や
や
み
な
ん
か
つ
ち
き
や
た
か
ま
の
山
の
嶺
の
し

　
　
ら
雲
（
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
一
恋
歌
一
・
九
九
〇
・

　
　
読
人
し
ら
ず
）

　
＊
「
お
も
ひ
き
や
、
せ
た
の
長
は
し
、
な
か
ら
へ
て
、
ま
た
あ

　
　
ふ
み
ち
に
、
か
へ
る
へ
し
と
は
（
五
九
〇
頁
）
」
1
わ
す
る

　
　
な
よ
せ
た
の
な
が
は
し
な
が
ら
へ
て
猶
世
中
に
す
み
も
わ
た

　
　
ら
ば
（
『
続
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
十
四
恋
歌
四
・
八
九
五
・

　
　
橘
俊
綱
朝
臣
）

　
＊
「
わ
か
君
は
、
文
御
覧
し
て
、
つ
れ
な
き
い
の
ち
、
な
か
ら

　
　
へ
て
も
、
い
ま
こ
そ
、
か
ひ
あ
る
心
ち
し
て
、
猶
を
し
ま
る
・
、

　
　
い
の
ち
に
て
と
、
の
玉
ひ
て
（
五
九
六
頁
）
」
　
　
な
が
ら
へ

　
　
ば
さ
て
も
逢
ふ
夜
の
た
の
み
と
て
猶
を
し
ま
る
る
我
が
命
か

　
　
な
（
『
新
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
十
二
恋
歌
二
・
八
五
七
・
法

　
　
皇
御
製
〈
亀
山
院
〉
）

と
い
っ
た
引
歌
の
内
在
の
可
能
性
が
、
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

．L
ノ、

最
後
に
、
『
は
に
ふ
の
物
語
』
の
題
名
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
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こ
と
に
す
る
。
こ
の
題
名
は
、
若
君
が
姫
君
へ
の
最
初
の
艶
書
を
、

＝
条
ほ
り
川
へ
ん
の
、
は
に
ふ
の
小
屋
な
る
所
よ
り
（
五
六
五

頁
）
」
と
し
て
贈
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
ロ
　

真
下
美
弥
子
氏
は
、

　
　
「
は
に
ふ
の
小
屋
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
草
生
い
た
貧

　
　
し
い
小
屋
で
あ
る
。
こ
の
語
か
ら
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
、

　
　
歌
論
書
類
に
も
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
万
葉
歌

　
　
　
　
を
ち
か
た
　
　
は
に
ふ
　
　
　
を
　
や

　
　
　
　
彼
方
の
赤
土
の
小
屋
に
小
雨
降
り
床
さ
へ
濡
れ
ぬ
身
に

　
　
　
　
添
へ
我
妹

　
　
で
あ
ろ
う
。
男
君
を
探
っ
て
堀
河
辺
に
出
た
は
し
た
者
の
「
あ

　
　
ず
ま
や
」
は
、
舟
橋
を
渡
る
際
に
そ
の
連
想
か
ら
、
「
お
や

　
　
し
さ
け
ぬ
に
」
と
も
つ
ぶ
や
い
て
い
る
。
若
い
男
女
の
恋
の

　
　
物
語
の
基
調
と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と

　
　
共
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
『
平
家
物
語
』
海
道
下
お
よ

　
　
び
『
太
平
記
』
俊
基
朝
臣
関
東
下
向
事
に
見
え
る
、

　
　
　
　
旅
の
そ
ら
は
に
ふ
の
小
屋
の
い
ぶ
せ
さ
に
ふ
る
さ
と
い

　
　
　
　
か
に
ご
ひ
し
か
る
ら
ん

　
　
の
歌
で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
は
三
位
中
将
重
衡
、
或
い
は
日
野

　
　
俊
基
に
対
し
て
、
池
田
の
宿
の
遊
女
が
詠
み
か
け
た
と
い
わ

　
　
れ
る
。
敗
れ
た
貴
人
の
哀
感
を
象
徴
す
る
「
は
に
ふ
の
小
屋
」

　
　
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
の
物
語
に
も
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
て

　
　
行
く
の
で
あ
る
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
事
実
、
主
人
公
の
若
君
が
、
南
朝
方
の
近

衛
殿
の
子
息
で
あ
り
、
京
へ
出
掛
け
て
く
る
折
に
は
、
堀
河
辺
の

乳
母
の
家
を
住
居
と
し
て
い
る
の
で
、
哀
感
さ
が
こ
の
物
語
に
感

じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
や
は
り
若
君
の
艶
書
に
「
は
に
ふ
の
小
屋

な
る
所
よ
り
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
『
俊
頼
髄
脳
』
や
『
奥
儀
抄
』

（
ど
ち
ら
も
第
一
句
目
は
「
久
方
の
」
と
な
っ
て
い
る
）
等
に
も

引
用
さ
れ
る
『
万
葉
集
』
（
二
六
八
三
番
歌
）
の
歌
が
、
強
く
反

映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
二
句
目
の
「
赤
土
の
小
屋

に
」
だ
け
で
な
く
、
第
五
句
目
の
「
身
に
添
へ
我
妹
」
に
着
眼
し

た
い
。
姫
君
が
、
次
々
と
、
懸
想
人
の
艶
書
中
の
歌
の
典
拠
を
解

き
明
か
し
て
拒
絶
し
て
い
く
中
で
、
こ
の
語
句
に
は
「
私
に
寄
り

添
っ
て
く
だ
さ
い
。
愛
し
い
人
よ
」
と
い
う
求
婚
の
意
味
を
潜
ま

せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
故
に
、
こ
の
言
葉
が
題
名
へ
と
結

び
付
い
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
一
般
的
に
題

名
は
、
物
語
の
主
人
公
に
関
係
す
る
語
、
物
語
の
主
題
を
示
す
語
、

物
語
の
機
縁
を
示
す
語
、
物
語
の
中
心
の
和
歌
等
が
題
名
に
な
る

こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。
本
来
、
こ
の
物
語
の
主
人
公
は
、
申
し
子

で
あ
り
、
石
山
寺
の
観
音
の
化
身
で
あ
る
姫
君
で
あ
る
。
故
に
、

「
貧
し
い
小
屋
に
仮
寝
す
る
人
の
物
語
」
と
解
釈
す
る
と
、
主
眼

が
準
主
人
公
格
の
若
君
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
姫
君
を
核
に
お

い
て
、
「
姫
君
へ
の
求
婚
物
語
」
と
い
う
意
味
で
題
名
を
理
解
す

る
の
が
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
歌
が
、
題
名
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や
「
は
に
ふ
の
小
屋
な
る
と
こ
ろ
よ
り
」

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

七

の
引
歌
と
し
て
存
在
し

　
こ
う
し
て
考
え
て
き
た
結
果
、
刈
谷
本
・
尊
経
閣
本
『
は
に
ふ

の
物
語
』
は
、
本
来
、
引
歌
が
注
記
さ
れ
て
い
て
よ
い
個
所
に
注

記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
或
い
は
引
歌
と
し
て
存
疑
の
歌
が
注

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
原
本
『
は
に
ふ
の
物
語
』

に
は
、
原
作
者
の
引
歌
が
も
と
も
と
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
は

定
か
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
物
語
が
書
写
さ
れ
て
い
く
過
程
で
、

引
歌
の
注
記
が
増
え
て
い
っ
た
と
い
う
点
は
想
像
す
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
両
本
に
は
、
共
通
の
脱
落
が
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
祖
本
と
さ
れ
る
後
土
御
門
院
勾
当
内
侍
筆

本
は
、
『
は
に
ふ
の
物
語
』
の
原
本
と
は
考
え
に
く
く
思
わ
れ
る
。

故
に
、
後
土
御
門
院
勾
当
内
侍
四
辻
春
子
を
原
作
者
と
す
る
こ
と

は
難
し
く
思
わ
れ
る
。

（
－
）

　
注

『
は
に
ふ
の
物
語
』
に
関
す
る
考
研
は
、
次
の
諸
論
が
あ
る
。

①
市
古
貞
次
氏
『
未
刊
中
世
小
説
解
題
』
（
楽
浪
書
院

　
　
昭
1
7
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

②
市
古
貞
次
氏
『
中
世
小
説
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版

　
　
会
　
昭
3
0
）

③
市
古
貞
次
氏
「
艶
書
小
説
の
考
察
」
『
国
語
と
国
文
学

　
　
第
十
四
巻
第
一
号
』
（
昭
1
2
）

④
市
古
貞
次
氏
校
『
未
刊
中
世
小
説
三
』
（
古
典
文
庫

　
　
昭
2
6
）

⑤
阿
部
好
臣
氏
「
う
た
た
ね
の
草
紙
論
」
『
国
文
学
研
究

　
　
資
料
館
紀
要
』
（
昭
5
7
）

　
⑥
菊
地
仁
氏
「
説
話
・
伝
承
と
和
泉
式
部
」
『
国
文
学
・

　
　
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
3
5
・
1
2
（
平
2
）

　
⑦
真
下
美
弥
子
氏
「
『
は
に
ふ
の
物
語
』
論
」
『
日
本
文
学

　
　
の
原
風
景
』
（
三
弥
井
書
店
　
平
4
）

松
本
隆
信
氏
「
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
」
『
御

伽
草
子
の
世
界
』
（
三
省
堂
　
昭
5
7
）
を
参
照
。

『
国
書
総
目
録
』
に
よ
る
。
実
践
女
子
大
本
・
書
陵
部
本
・

旧
徳
島
光
慶
本
二
二
谷
栄
一
本
『
大
納
言
物
語
』
は
未
見
。

「
研
究
紀
要
人
文
科
学
2
」
（
京
都
市
立
西
京
高
校
　
昭
2
7
）

に
よ
る
。
な
お
、
阿
波
国
文
庫
蔵
本
『
大
納
言
物
語
』
は
、

多
少
用
語
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
国
会
本
『
大
納
言
物
語
』

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

横
山
重
・
松
本
隆
信
氏
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成
十
』
（
角

川
書
店
　
昭
5
7
）
に
所
収
の
刈
谷
本
『
は
に
ふ
の
物
語
』
に
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876）　）　）

11

）
10　9（

1
2
）

1413
　　　）

（
1
5
）

（
1
6
）

よ
る
。

前
田
家
尊
経
閣
文
庫
蔵
「
は
に
ふ
の
物
語
』
に
よ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
大
納
言
物
語
』
に
よ
る
。

歌
の
出
典
は
注
（
1
6
）
の
『
古
今
和
歌
集
』
以
外
は
『
新
編
国

歌
大
観
』
に
よ
る
。

注
（
－
）
の
④
に
よ
る
。

注
（
1
）
の
④
に
よ
る
。

片
野
達
郎
・
松
野
陽
一
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
1
0
千

載
和
歌
集
」
（
岩
波
書
店
　
平
5
）
に
よ
る
。

武
藤
頑
夫
氏
・
岡
雅
彦
氏
編
『
噺
本
大
系
第
一
巻
』
（
東
京

堂
出
版
　
昭
5
0
）
所
収
の
『
百
物
語
』
に
よ
る
。

注
（
1
）
の
⑦
に
よ
る
。

阿
部
秋
生
・
秋
山
慶
・
今
井
源
衛
氏
校
注
・
訳
『
日
本
古
典

文
学
全
集
1
2
源
氏
物
語
こ
（
小
学
館
　
昭
5
5
）
に
よ
る
。

福
井
貞
助
氏
校
注
・
訳
「
伊
勢
物
語
』
『
日
本
古
典
文
学
全

集
8
竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
・
平
中
物
語
』
（
小

学
館
　
昭
5
5
）
に
よ
る
。

久
曾
神
昇
氏
著
『
古
今
和
歌
集
成
立
論
全
四
巻
』
（
風
間
書

房
　
昭
3
5
）
に
所
収
の
基
俊
本
に
よ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
書

に
よ
る
と
、
『
古
今
和
歌
集
』
で
は
、
後
鳥
羽
院
本
が
第
四

句
目
を
「
あ
な
こ
と
く
し
」
と
し
て
お
り
、
元
永
本
は
「
こ

と
・
・
し
」
、
六
条
家
本
、
寛
親
本
、
永
治
本
、
前
田
本
、

（
1
7
）

天
理
本
、
寂
恵
本
は
「
ふ
つ
う
は
あ
な
こ
と
く
し
」
と
い
っ

た
注
が
付
い
て
い
る
。
ま
た
、
歌
論
書
の
『
俊
頼
髄
脳
』
『
和

歌
童
蒙
抄
』
『
和
歌
色
葉
』
『
和
歌
肝
要
』
『
和
歌
大
綱
』
『
悦

目
抄
』
は
、
第
四
句
目
を
「
あ
な
こ
と
こ
と
し
」
と
し
て
い

る
。

注
（
1
）
の
⑦
に
よ
る
。

　
　
　
　
（
平
成
五
年
度
大
学
院
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
）
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